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製品の性能・機能を充分に発揮させ、また安全を確保する
ために、正しい設置工事が必要です。据付工事の前にこの
「工事説明書」を必ずお読みください。
この給湯機は申請によって通電制御型としての割引料金
が適用されます。お客様のご意向を確認し、電力契約をし
ている電力会社に電力契約の申請手続きをしてください。

貯湯ユニット形式
ヒートポンプユニット形式

システム形式
　BHP-TAW464
　BHP-HAW604

BHP-FW46JD

貯湯ユニット形式
ヒートポンプユニット形式

システム形式
　BHP-TAW374
　BHP-HAW454

BHP-FW37JD

工事説明書
家庭用自然冷媒
ヒートポンプ給湯機

家庭用

水道直圧給湯フルオート

耐塩害仕様は、形式の末尾に「E」がつきます。
耐重塩害仕様は、形式の末尾に「J」がつきます。

工事の前に

安全上のご注意
お願い
同梱付属品
純正別売部品
外形寸法図

据付工事

据付場所の選定
搬入時の注意
据付場所の制約
ヒートポンプユニットの据付
貯湯ユニットの据付

配管工事

標準配管例
使用部材
排水口付近詳細
ふろ循環アダプターの取り付け
凍結防止・保温工事
特殊配管工事
樹脂配管使用時の施工要領

電気配線工事

配線工事の範囲
貯湯ユニットへの配線工事
ヒートポンプユニットへの配線工事
アース工事(接地工事)

リモコン工事

同梱部品
純正別売部品
お願い
リモコンコードの配線長の制約
台所リモコン(サブリモコン)工事
ふろリモコン工事
貯湯ユニットとの接続

試運転

貯湯ユニットへの給水
ヒートポンプユニットへの給水
給湯熱交換器・給湯循環ポンプのエア抜き
漏電遮断器の動作確認
試運転ナビ
手動操作による試運転
販売店名の入力
沸き上げの停止
ふろ配管工事が後日の場合
点検表示と処置
水抜き
お客様への説明について
チェックリスト　　
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本製品は水道法に規定の水質基準に適合した
飲料可能な水を使用してください。
・水道水
・井戸水(硬度200mg/L以下、
　　　　 遊離炭酸60mg/L以下)



警告

警告

注意

安全上のご注意(必ずお守りください)

● 上水道直結の配管工事は、当該水道局(水道事業管理者)の認定水道業者が指定された配管材料を使用して
　 施工する。(事故、故障の原因になります。)
● 専用のブレーカーを単独で使う。(ブレーカー容量を超えている場合、発熱して火災の原因になります。）
● 電源電線は確実に取り付ける。(発熱して火災の原因になります。)
● 漏電遮断器の動作確認をする。(万一の不動作で、感電、故障の原因になります。)
● 満水時の質量に耐えられる場所に据え付ける。(転倒による事故の原因になります。)

● 防水処理、排水処理をしていない床面に設置しない。
   (万一漏水のときに大きな被害をおよぼすおそれがあります。)
● 給水圧が0.3MPa以上の場合は、低水圧シャワーを使用しない。
　 給水圧が0.3MPa以上で低水圧シャワーを使用すると、シャワーが破損することがあります。

● 貯湯ユニットの脚３か所を必ずアンカーボルトで固定する。また、付属の転倒防止金具で上部を固定する。
   (地震などにより、転倒してけがをするおそれがあります。)
● 壁面へのねじ固定は、ねじが壁面のラス網等と電気的に絶縁した状態で行う。
　(発熱して火災の原因になります。)
● 水道法に規定された水質基準に適合する水で、硬度200mg/L以下、遊離炭酸60mg/L以下の水を使用する。
   塩分・石灰分・イオウ分、その他の不純物を多く含有する水や、純水、イオン交換水は給水しない。
  (熱交換器の破損やつまり、硫化物などによる金属腐食による水漏れ、故障の原因になります。)
● 井戸水を使用する場合は、水質チェックキット(WQC-KIT)にて、硬度200mg/L以下、遊離炭酸60mg/L
　以下であることを確認して使用する。
  (水質チェックシートは確認結果を記入し、保証書と一緒に保管してください。）
● 運転音や振動が気になる場所には設置しない。
● 塩害地（海浜地区で潮風が直接あたる場所）に設置する場合は、型式の末尾が「Ｅ」の耐塩害仕様、または、
 　型式の末尾が「Ｊ」の耐重塩害仕様を設置する。
● 凍結防止対策を行う。(凍結による故障の原因になります。)
● 給水圧力を確認する。
   流水時に0.2～0.75MPaとなる範囲内で使用してください。
   0.75MPa以上の場合は減圧弁等を設けて0.75MPa以上とならないようにしてください。
   流水時に0.2～0.5MPaとなる範囲内での使用をおすすめします。
   この範囲外で使用すると、温度調節等、機器の能力を十分発揮できない場合があります。
● 井戸水を使用する場合は、給水元圧0.2MPa以上となるポンプ(別売)を使用する。
  (流量・圧力が変化することがありますので、インバーターポンプの使用をおすすめします。)
● 井戸水を使用する場合は、機器保護のため必ず100メッシュ以上の砂こし器(別売)を使用する。

● 機器の近くにガス類や引火物を置かない。(発火の原因になることがあります。)
● シャワー給湯には、必ずサーモスタット付混合水栓(逆止弁付)を使用する。
● ヒートポンプユニットは屋内に設置しない。(万一冷媒が漏れると、酸素不足の原因になります。)

● アース工事(Ｄ種設置工事)を必ず行う。
　 工事は「電気設備に関する技術基準」および「内線規定」に従って、電気工事士が行う。
　 (感電、故障の原因になります。)

お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、次のように
説明しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は
　表示内容を無視して誤った工事や取扱いをしたときに生じる危害や損害を、次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷を

負うことが想定される」内容です。

この表示の欄は、「重傷を負うことが

想定されるか、または物的損害の発生

が想定される」内容です。

危害や損害とその程度の区分

「警告や注意を促す」内容のものです。

してはいけない「禁止」内容のものです。

実行していただく「指示」内容のものです。

絵表示の例

２



工事後について

工
事
の
前
に

ガス機器から電気給湯機へ変更する際は、事前にガス事業者への連絡が必要になります。

ガス事業者への連絡をせずに無断撤去することは、法令により規制されておりますので

ご注意ください。

● この製品は、次世代省エネ基準（IBEC発行）のⅠおよびⅡ地域では、　

　 機器が故障するおそれがあり使用できません。据え付けないでください。

  （冬期最低温度が－１０℃を下回る地域では、機器の性能が十分発揮でき

   ないことがあります。）

● 塩害地では使用できません。
　 塩害地に設置する場合は、形式の末尾に「E」がつく耐塩害仕様、
　 または、「Ｊ」がつく耐重塩害仕様を設置してください。

● 適用最大浴そうサイズは４００Ｌです。

● 防水処理、排水処理をしていない床面に設置しないでください。

● この製品は作動中に運転音がします。

　 運転音や振動が気になる場所には据え付けないでください。

　 また、各地の騒音規制等に関する条例に従って設置してください。

● 貯湯ユニットは吊りあげないでください。

● 製品の上面には上がらないでください。変形することがあります。

● メンテナンスのための十分なスペースを確保してください。

● 同梱付属品をご確認ください。(Ｐ.５参照)

● この製品はリモコン(同梱品)を接続しないと動作しません。

　 必ずリモコンを接続して使用してください。

● 積雪地域ではヒートポンプユニットを推奨品の高置台に設置し、

　 防雪カバーセット(別売品)を必ず取り付けてください。

　 取り付けは別売品に付属の説明書に従ってください。

　 必要に応じて推奨品の防雪屋根を取り付けてください。

● 給水圧が0.3MPa以上の場合は、低水圧シャワーは使用しないでください。

　 給水圧が0.3MPa以上で低水圧シャワーを使用すると、シャワーが破損する

　 ことがあります。

● 浴室では、やけど防止のため、サーモスタット付混合水栓(逆止弁付)を必ず使用してください。

吊上げ禁止

防雪対策

● 工事後は、取扱説明書とともに、お使いになるお客様にお渡しし、保存していただくように

   依頼してください。

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。 
据付工事の前にこの｢工事説明書｣を必ずお読みください。
この説明書に記載されていない方法や保証書と適合しない内容で工事された場合、
また、指定の純正別売部品を使用せず工事された場合は、事故や故障が生じても責任を負いかねます。

１.お願い

工事の前に

工事にあたって
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５.据付工事(続き)

■ヒートポンプユニットの据付
１

簡易基礎
許容荷重400N以上
全長400㎜以上

400mm以上

床据付部品

積雪や落雪によるヒートポンプユニットの埋没などを防
止するために下記の防雪対策を必ず実施してください。

● コンクリート製簡易基礎の上に推奨品の高置台を
　 設置し、据え付けてください。
● 防雪カバーセット(別売品)を取り付けてください。
● 屋根等から落雪がある場合やヒートポンプユニット
   に積雪がある場合は、下記推奨品の防雪屋根と
   高置台をアンカーボルト(M12)で固定してください。

２階以上や犬走りなどに据え付ける場合

天井吊下据付部品を使用してください。

日晴金属(株)製
 キャッチャーシリーズ
 品番：C-WG-L、C-WZG-L

日晴金属(株)製
 キャッチャーシリーズ
 品番：PC-RG30+PC-NG38

高置台推奨品

推奨品 防雪屋根+高置台

日晴金属(株)製
 キャッチャーシリーズ
 品番：C-DZG-L

天井吊下据付部品推奨品

ヒートポンプユニットを吊下据付する場合は、
製品質量60kgに耐える天井強度を持った場所
を選定する

据付

コンクリート製簡易基礎
許容荷重1000N以上
(102kgf)
全長700㎜以上

防雪屋根の設置
(軒下でない場合など)

1200㎜ 600㎜

100㎜
以上

防雪屋根

高置台が必要な場合
(軒下設置の場合など)

700㎜以上

高置台

家屋の軒など

標準的な据付 天井から吊り下げる場合

積雪地域の据付
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日晴金属(株)製
 キャッチャーシリーズ
 品番：C-NUG

床据付部品推奨品



据
付
工
事
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
）

● ヒートポンプユニットは屋内に設置しない
　 万一、冷媒が漏れると、酸素不足の原因になります

● ガス類や引火物の近くには据え付けない
　 発火・火災の原因になります

警告

２ ドレンホースの接続

３ ドレンホース(現地準備品)を排水できる
位置に導く

ドレンニップルを本体に取り付け、ドレンホース
(現地準備品φ16)をドレンニップルに接続します。

ドレンニップル

ドレンホース

● ヒートポンプユニットから排水する結露水の凍結が
　 予想される場合は、ドレンニップルを使用せず、直
    接垂れ流してください。(必要に応じてドレンブッ 
　 シュをはずしてください)
● 凍結防止をより確実にする場合は、ドレンニップル
    をはずします。 [排水例]を参考に、砂利や土の上
　 など結露水を排水できる場所にヒートポンプユニッ 
　 トを据え付けてください。
● 犬走りやコンクリート等で、排水の凍結がさけられ
    ない場所では、図に示す[排水例]を参考にして、ド 
　 レン口の下に排水ホッパー等を設けるなど排水対策
　 を行ってください。

ドレンニップルを使用しない排水

ヒートポンプユニットから排水する結露水の
凍結が予想される場合は、ドレンニップルを
使用しないでください

注意

13

〈排水例〉

排水管

凍結深度
以上

砂利を
つめる

GL

排水ホッパ（口径φ80以上)

水抜き穴

ドレンブッシュ









配
管
工
事
（
標
準
配
管
例
・
使
用
部
材
）

● 配管工事は給水装置工事主任技術者または給水装置工事配管技能者の資格がある方が行ってください。
● 水は、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合した水を使用してください。
● 井戸水を使用する場合は、水質チェックキット(WQC-KIT)にて硬度200mg/L以下、遊離炭酸60mg/L以下
　 であることを確認して使用してください。
　 (水質チェックシートに確認結果を記入し、保証書と一緒に保管してください。)
● 塩分・石灰分・イオウ分、その他の不純物を多く含有する水や、純水、イオン交換水は給水しないでください。
   (熱交換器の破損やつまり、硫化物などによる金属腐食による水漏れ、故障の原因になります。)
● 井戸水を使用する場合は、給水元圧0.2MPa以上となるポンプ(別売)を使用してください。
　 (流量・圧力が変化することがありますので、インバーターポンプの使用をおすすめします。)
● 給水にポンプを使用する場合は、ポンプの取扱説明書･工事説明書にしたがって工事を行ってください。
● 給水にポンプを使用する場合は、機器保護のため必ず100メッシュ以上の砂こし器(別売)を使用してください。
● 給水圧が0.3MPa以上の場合は低水圧シャワーを使用しないでください。シャワーが破損することがあります。
● 配管は必ず指定サイズを使用してください。指定サイズ以外を使用すると沸き上げ不良や電気代増加の原因と
　 なります。
● 配管工事用部品はシステムに適合した指定の別売品を使用してください。
● 井戸水を使用する場合、②～④の使用配管材は耐腐食性の高い樹脂管を使用してください。
● 樹脂管は必ず管表面を保護カバー等で覆い、遮光を施してください。露出配管は管の寿命を縮める原因になり
　 ます。
● 凍結防止のため、配管の凍結防止・保温工事を必ず行ってください。(P22)
● ふろ循環アダプターは、フィルターの目の細かい(60メッシュ相当)日立純正部品などを使用してください。
● ふろ接続は1カ所のみです。2カ所以上の接続はできません。
● 配管用シール剤によっては、揮発性ガスによりゴムなどを傷めることがあります。特に引火性のものは使用し
　 ないでください。
● 井戸水の配管と水道水の配管は直結しないでください。
　 給湯機に井戸水を使用する場合、混合水栓では水道水と混合して使用しないでください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(P19へ続く)

3m以内
1か所

● ペアチューブは使用不可です。A側、B側それぞれ独立した配管とし、放熱を防ぐ保温材を巻いてください。
● フレキシブル配管は配管接続部の位置ずれを吸収する場合のみ使用し、使用する場合、片側0.5m以内としてください。
● 耐熱性ノンアスベストタイプのパッキンを使用してください。ゴムパッキンは使用しないでください。水漏れの原因となります。
● 配管の途中に逆止弁付止水栓は使用しないでください。逆止弁が抵抗になり、沸き上げが正常にできない原因となります。
● 日立純正部品のエコパイプセット・エコパイプセットSなど95℃以上の耐熱性・耐食性を有する架橋ポリエチレン管・金 
　 属強化ポリエチレン管をご使用ください。
● ゴムホース類（カキンホースなど）やふろ用樹脂配管など耐熱性・耐食性の劣る配管を使用しないでください。故障や水
　 漏れの原因となります。

● 点検などで排水するときに必要なタンク専用止水栓(現地準備品)を取り付けてください。
● 太陽熱温水器は接続しないでください。(貯湯ユニットへの給水温度が高くなると、点検表示を表示する場合が　 
   あります。)
● 機外の給水配管で金属管を使用する場合は耐震性を考慮して、建物の固定配管(給水管)
　 との接続部にフレキシブル配管を使用することをおすすめします。

● BHP-F37JD、BHP-F46JDのみ配管径15Aが使用可能ですが、20Aに比べ給湯流量が約5％低下します。
● 機外の給湯配管で金属管を使用する場合は耐震性を考慮して、建物の固定配管(給湯管)
　 との接続部にフレキシブル配管を使用することをおすすめします。

● 階下への浴そう設置(ふろ配管)はできません。

● フレキシブル配管を使用される場合は、片側0.5m以内としてください。

● 沸き上げ中にタンク排水管より少量のお湯（逃し弁からの膨張水）が出ますので、必ず排水工事を行ってください。
● 口径φ80以上の排水ホッパーや排水トラップを設けてください。
● 1/200以上の下り勾配としてください。
● フレキシブル配管は使用しないでください。抵抗になり流れが悪くなります。

鳥居配管 施工上の注意
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フレキシブル配管

フレキシブル配管

フレキシブル配管

－

－

－

3m以内
1か所

－

● ヒートポンプユニットから排水する結露水(ドレン水)の凍結が予想される場合は、ドレンニップルを使用せず、　
　 直接垂れ流してください。ドレン水が凍結し、沸き上げ運転に支障をきたす場合があります。
● ドレン配管は必ず下り勾配にしてください。ドレン水があふれたり、ドレン配管が詰まる場合があります。

お願い



６.配管工事(続き)

■排水口付近詳細

■標準配管例

● 排水配管には必ず排水トラップを設置します。
   排水トラップがないと浄化槽からの下水ガスが逆流
   して給湯機が腐食し、故障の原因になります。

排水トラップがないので、浄化槽な
どからの下水ガスが逆流します。

排水トラップが給湯機の膨張水により
封水され、下水ガスが逆流しません。

正しい施工例

誤った施工例

排水トラップ
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※ヒートポンプ往き側
　(A側)接続口(R1/2)

※ふろ戻り側
　接続口(R1/2)

※ふろ往き側
　接続口(R1/2)

ふろ循環アダプター

サーモスタット式混合水栓(逆止弁付)

ドレンホース
（蛇腹ホース） 排水口

ヒートポンプ
配管

給湯配管

給水配管

③
②

すべての混合水栓には
必ず逆止弁付混合水栓を
取り付けてください。

ふろ配管

④
下り勾配にする

※給湯接続口
(R3/4)

給水接続口
(R3/4)

下り勾配配管不可⇒P19

タンク
排水管
(20A)

⑤

タンク専用
止水栓

※ヒートポンプ戻り側
　(B側)接続口(R1/2)

①⑥

※
給湯接続口、ふろ往き･戻り接続口、ヒ
ートポンプ往き･戻り接続口は樹脂製継
手です。配管接続時は配管側の継手を最
初に手で仮締めするなど、ねじ山の破損
に注意し、増し締め時は、給湯接続口は
40N･m以下、その他の接続口は20N･
m以下で締め付けてください。



配
管
工
事
（
標
準
配
管
例
・
排
水
口
付
近
詳
細
）

● 配管を施工する前に配管内のごみは、きれいに清掃し、給湯機内にごみが入らないようにしてください。

● 給排水配管、給湯配管、ふろ配管、ヒートポンプ配管の配管接続作業は必ず
　 ダブルスパナで行い、貯湯ユニット、ヒートポンプユニットに無理な力がか
　 からないよう十分注意してください。

● 給湯配管接続口、ふろ配管接続口、ヒートポンプ配管接続口は樹脂製継手で
　 す。配管接続時は、配管側の継手を最初に手で仮締めするなど、ねじ山の破
　 損に注意し、増し締め時は以下で締め付けてください。強く閉めすぎると継
　 手が破損する場合がありますので十分意してください。
　　 ・給湯配管接続口：40N・m
　　 ・ふろ配管接続口、ヒートポンプ配管接続口：20N・m
　　   目安としてアダプタを手で回らなくなるまで閉め込んでから、
　　   ダブルスパナで約60°回転した位置になります。

● シャワー給湯栓は必ずサーモスタット付混合水栓(逆止弁付)を、その他の混
　 合水栓も必ず逆止弁付混合水栓を取り付けてください。
　 なお、シャワー給湯栓は構造により出湯量が極端に少ない場合がありますの
　 で、最低必要圧力、シャワーヘッドの仕様を確認して選定しください。

● 全自動洗濯機に直接給湯配管を接続することはできません。

● 太陽熱温水器のお湯を給水管に接続しないでください。(貯湯ユニットへの

　 給水温度が高くなると、点検表示を表示する場合があります。)

● 浴そうを下方設置する場合は、下り勾配配管
　 は行わないでください。

● タンク排水管の下には必ず排水ホッパーを設置し、
   タンク排水管とホッパーとの間に50mm以上の空間を
   設けます。排水管の排水が凍結した場合でも、タン
   ク排水管を閉塞しないようにしてください。
   タンク排水(膨張水の排水)管が閉塞すると、逃し弁
   が動作してもタンクが破損することがあります。

排水ホッパー

50㎜

誤った施工例

正しい施工例

お願い

お願い

排水接続口

タンク排水管

排水管

排水接続口

タンク排水管

誤った施工例

正しい施工例

下り勾配
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G1/2ねじ締付トルク：20N・m以下

１

配
管
工
事
（
ふ
ろ
循
環
ア
ダ
プ
タ
ー
の
取
り
付
け
）

フィルターを左に回して取りはずしてください。

８付属の締付工具を浴そうボルトに差し込み、右に回
してしっかりと14.7N・m程度固定してください。
めやすは手で軽く回らない状態になった後、さらに
1/2回転程度右へ回してください。プラスドライバ
ーを締付工具の横穴に差込むと便利です。(図６)

10フィルターガイド・フィルターの取付け
フィルターガイド上部の△マークを(図７)のA部に合
わせてはめ込んでください。

ご注意

２フィルターガイドの固定ピンにピンセットを差し込
み軽く引き、固定ピンの頭部が2mmほど飛び出し
た状態にした後ピンセットを抜いてください。

一人施工用フック棒は、循環口ボディ取付の際、
循環口ボディのカラ回り防止の為左ねじになって
います。

５浴そうの穴に一人施工用フック棒の柄の部分を引っ
かけます。(図４)

浴そう側から一人施工用フック棒を引き寄せ、特殊
パッキン・平シート・浴そうボルトを通し、樹脂ボ
ディに手締めします。
浴そうボルトにセットされている平シート・特殊パ
ッキンは浴そうボルトから外さないでください。取
りはずすと水漏れの原因となります。（図５)

12固定ピンを押し込んでください。

ご注意
● フィルターガイドをいっぱいまで回さないと固定 　 
ピンが押し込めません。固定ピンの頭が飛び出し  　 
ているとフィルターの取り付けができません。(図９)
● 上記以外の位置で取り付けると、ふろの沸き上が 　 
り温度が上下均一になりません。
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３ 浴そうへの取付け

(図６)

(図３)

(図４)

フィルターガイドを左に回し浴そうボルトから取り
はずしてください。(図３)

３

ご注意
● パッキン類、Ｏリングの紛失にご注意ください。
● 固定ピンはフィルターガイドよりはずさないでく
　 ださい。（紛失の原因となります)強く引張ると
　 はずれます。はずれた場合は押し込んで、再度上
　 記の作業をしてください。

左に回して外す

浴槽ボルト

固定ピン

固定ピン

フィルターガイド

約2
mm

ピンセット

樹脂ボディの左ネジに一人施工用フック棒を取り付
けます。

４

６

一人施工用フック棒

浴槽 カブセパッキン

樹脂ボディ

カブセパッキン
特殊パッキン

平シート

浴槽ボルト

一人施工用フック棒

左ねじ

樹脂ボディ 正面図

(図５)
一人施工用フック棒を右に回して取りはずしてくだ
さい。

７

ご注意
● 浴そうボルトの底付き穴のいずれかが必ず真上に
　 なるように固定してください。(図７)
● 浴そうボルトの締め付け不足は水漏れの原因とな
　 ります。
● 締付工具は使い切りタイプですので同梱されてい
　 るものをご使用ください。

浴槽ボルトプラスドライバー

底付き穴が真上にくるように
微調整をする。浴槽ボルト

Ａ部Ａ部

締付工具

(図７)

９漏れ検査
専用の漏れ検査治具を使用して、追焚配管の漏れ検
査を必ず行ってください。検査は水圧200kPa・30分
です。{取付方法・検査方法については漏れ検査治具
(㈱ハタノ製作所 型式H74)説明書をご覧ください。}

11フィルターガイドを右に回して取り付けてください。
(図８)

右に回して固定する

浴槽ボルト

外周凹部
9ヵ所

　　　ツメ
（裏面3ヵ所）

フィルターガイド

固定ピン

△マーク

(図８)

13フィルターの△マーク位置をフィルターガイド上部
の△マークに合わせてはめ込んでから、右に止まる
まで回してください。(図１０)

△マーク

△マーク

浴槽ボルト フィルターガイド

フィルター

フィルター

　固定ピン
（ネジの頭が飛び出さない）

(図９)
(図１０)ご注意

配管の取り付け
G1/2ねじ接続タイプの循環金具と配管の接続は、必
ずパッキン(現地調達)を使用してください。パッキン
を使用しないと漏水の原因となります。
配管完了時に各部分のゆるみが無いか再度確認してく
ださい。(特に銅配管をR曲げした場合)

パッ キン（ 現地調達）G1/2











開

６.配管工事(続き)

■樹脂管使用時の施工要領

お願い

お願い

１

必要部材一覧、接続概要図

エコパイプセット(架橋ポリエチレン管)(別売品)の配管施工例
について記載します。また、エコパイプセットＳ(金属強化ポ
リエチレン管)(別売品)についても、配管施工可能です。詳細
は、別売品同梱の配管施工要領書を参照ください。

● ヒートポンプ配管は、極性があります。「Ａ－Ａ」、「Ｂ－Ｂ」で接続してください。沸き上げ運転が停止します。
● ペアチューブは使用不可です。
● 架橋ポリエチレン管の切断は、架橋ポリエチレン管用のパイプカッターを使用してください。
● 架橋ポリエチレン管は日光(紫外線)により劣化し、水漏れの原因になります。架橋ポリエチレンの露出
    部や接続部は、必ず継手用保温材を取り付け遮光してください。
● 配管接続部のパッキンは、耐熱性(95℃以上)、耐食性のあるものを使用してください。水漏れの原因に
　 なります。
● 凍結防止ヒーターを取り付ける場合は、樹脂配管用を使用してください。

架橋ポリエチレン管用
パイプカッター

貯湯ユニット側の接続口は、水抜き栓を取りはずしま
す。(作業性向上)(2カ所)

２ ユニオンアダプタに付属しているパッキンを取り付け、
継手に接続します。(※1)

４ 継手に接続したユニオンアダプタに架橋ポリエチレン
管を取り付けます。

６ 水抜き栓2カ所を元に戻します。

５ 貯湯ユニットＡ側・Ｂ側、ヒートポンプユニットＡ側・
Ｂ側の合計４カ所について１～４の作業を行います。

３ 架橋ポリエチレン管にインコアを取り付けます。(※2)

3

4

2

部品名

配管接続作業は、必ずダブルスパナで行
い、製品側に無理な力がかからないよう
にしてください。
樹脂継手のため、配管側の継手を最初に
手で仮締めするなど、ねじ山の破損に注
意し、増し締め時は20N･m以下で締め
付けてください。
　※20N･mの目安としてアダプタを手で回らな
　　くなるまで閉め込んでからダブルスパナで
　　約60°回転した位置になります。

ユニオンアダプタに架橋ポリエチレン管を接続する方法は、
ユニオンアダプタ付属の説明書に従い確実に行なってくださ
い。漏水の原因になります。

ヒートポンプ配管工事
１ 施工要領2

ユニオンアダプタ、
継手用保温材、結
束バンドも付属

備考型式

インコア

ユニオンアダプタ

継手

パッキン

架橋ポリエチレン管

耐候性断熱材

戻り側(Ｂ側) 往き側(Ａ側)

貯湯ユニット側

ヒートポンプ戻り側
(B側)接続口(R1/2)

ヒートポンプ往き側
(A側)接続口(R1/2)

26

エコパイプセット
(架橋ポリエチレン管)(10A) BH-EP-2-10T 他

(※1)

お願い(※2)

1 6
水抜き栓

７ 配管接続部4カ所に継手用保温材を取
り付けます。

継手用保温材

7

往き側(Ａ側)

戻り側(Ｂ側)



配
管
工
事
（
樹
脂
管
使
用
時
の
施
工
要
領
［
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
配
管
工
事
・
給
水
・
給
湯
配
管
工
事
］
）

● 架橋ポリエチレン管の切断は、架橋ポリエチレン管用のパイプカッターを使用してください。
● 架橋ポリエチレン管やその被覆材は日光(紫外線)により劣化し、水漏れの原因になります。屋外配管部は遮光性テープなどに
    より必ず遮光してください。また、架橋ポリエチレンの露出部や接続部は、必ず継手保温材を取り付け(バンド(現地準備品)
　 ３カ所で固定)遮光してください。
● 給水配管接続部のシールテープ材は、耐食性のものを使用してください。水漏れの原因になります。
● 配管接続部のパッキンは、耐熱性(90℃以上)、耐食性のあるものを使用してください。水漏れの原因になります。
● 凍結防止ヒーターを取り付ける場合は、樹脂配管用を使用してください。

● 給水配管の途中の操作しやすい位置に、タンク専用の止水栓を必ず取り付けてください。 故障や点検などの貯湯ユニットの
　 水を排水するときに必要です。

１ 給湯接続口の水抜き栓を取り外す。(作業性向上)

２ 給水接続口にシールテープを巻きます。 1

6 77 6

5

3

2

部品名 給湯側型式(推奨品) 給水側型式(推奨品)

－

被覆架橋ポリエチレン管(20A)

三菱樹脂(株)製
HC-20HON10B(25m)(給水配管用)
HC-20HON10P(25m)(給湯配管用）

ナット付アダプタ(G3/4×20A)

止水栓(R3/4×Rc3/4)

継手用保温材

遮光テープ

(株)オンダ製作所製　WJ18A-2020C-S

三菱樹脂(株)製　BS-3/4

三菱樹脂(株)製　WJ3H-20

三菱樹脂(株)製　57AL-EX

お願い

お願い

ナット付アダプタに架橋ポリエチレン管を接続する場合は、
ナット付アダプタ付属の説明書に従い確実に行なってくださ
い。漏水の原因になります。

※1

お願い

※2

４

５

６

ナット付アダプタに付属しているパッキンを取り付け、

給湯継手に接続します。(※1)

ナット付アダプタに付属しているパッキンを取り付け、

止水栓に接続します。(※1)

給水用、給湯用の被覆架橋ポリエチレン管にインコアを
それぞれ取り付けけます。(※2)

７ 給水側、給湯側のナット付アダプタに架橋ポリエチレン管を
それぞれ取り付けます。(※2)

３ 給水接続口に止水栓(青銅バルブ）を取り付けます。(※1)

シール
テープ

被覆架橋ポリエチレン管

止水栓
給湯

接続口

ナット付
アダプタ

給水
接続口

給水・給湯配管工事

給湯側 給水側

インコア
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4

水抜き栓

８ 配管接続部4カ所に継手用保温材を取り付けます。

8

継手用保温材

配管接続作業は、必ずダブルスパナで行い、製品
側に無理な力がかからないようにしてください。
給湯接続口は樹脂継手のため、配管側の継手を最
初に手で仮締めするなど、ねじ山の破損に注意
し、増し締め時は40N･m以下で締め付けてくだ
さい。
　※40N･mの目安としてアダプタを手で回らなくなるま
　　で閉め込んでからダブルスパナで約60°回転した位置
　　になります。

パッキン



















８.リモコン工事(続き)

■ふろリモコン工事

ご注意

取り付け高さについて

浴そうから20cmくらい
上の位置が適当です。

取り付け場所の選定

化粧キャップの取り外し

ふろリモコンの扉を開く

と、リモコン固定用ネジ部

に化粧キャップが取り付け

られています。(左右各1

ヶ所)

化粧キャップ
（左右同じ）

１ 化粧キャップの確認 ２ 取り外し１ ２

20cm

浴室外貫通配線の場合

ネジ棒先端部の防水カバー(浴
室外)は、雨水・飛水のかから
ない乾燥した場所で、機器の
排熱を受けない場所を選んで
ください。

上面を押してケース溝から
上側のツメをはずす。

上面を押しながら外へずらす。

リモコンコードは、結露水などの水滴がリモコン内
に進入しないよう、必ず下方にたるみを設けてくだ
さい。

入浴の際、お湯がかかったりすることのない位置に取り付け
てください。

ご注意

ふろリモコンと浴室壁面には水が浸入しないよう、しっか
りとコーキングやパテでふさいでください。

ご注意

ご注意

ネジ棒小の締め付けすぎに注意してください。
締めすぎるとネジ棒小が破損する場合があります。

ご注意
木ネジの締め付けすぎに注意してください。締めすぎると
リモコンの破損や、ボタン操作の不具合の原因になります。

リモコン取付け用木ネジ(φ3.5×32)の下穴をあける。

浴室外貫通配線の工事

貫通穴をあける。

１ 壁面の加工

１ 壁貫通穴の隙間をコーキングやパテでふさぐ。

２ リモコンコードを防水カバー、ネジ棒小に通しネジ棒小をネジ

棒大にねじ込む(時計回り)

３ 防水カバーを浴室外壁に付属の木ネジ(φ3.5×32)２本で固定
する。

５ 防水カバーの取り付け

１

１

２

リモコンコードを適切な長さで切断(端子部分を切断)する。

２ 被膜を先端から約７㎜むく。

３ ふろリモコンから出ているリード線と接続し、端子と圧着する。

４ 接続端子、リモコンコードをネジ棒小の中に入れる。

５ ネジ棒小の穴をコーキングやパテでふさぐ。

６ 防水カバーのフタをする。

６ コードの接続

１

２ふろリモコンと浴室壁面の
隙間をコーキングやパテで
ふさぎます。

リモコン背面の接着シート
のセパレート紙をはがし、
浴室壁面に接着します。

３ リモコンの取り付け

４ リモコンの取り付け

１ リード線をネジ棒大に通し、ネジ棒大
をリモコンネジ部に差し込む。

ネジ棒大

接着シート

コーキング

１ふろリモコンの扉を開き、付属の

木ネジ(φ3.5×32)２本で固定します。

２ ネジ棒の取り付け

浴室内の作業 浴室外の作業

ネジ棒大

ネジ棒小

ネジ棒大
ネジ棒小

コーキング

リモコンコード

リモコンコード

2つ折り
接続端子

木ネジ

防水カバー

防水カバー

接続後 挿入

ふろリモコン

ふろリモコン

ふろリモコン

リブに指のツメ
を引っ掛ける

この辺り
を押す
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化粧キャップを外した箇所

貫通穴(穴径φ30～35㎜) 

193㎜
ネジ下穴

28㎜
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９.試運転

■貯湯ユニットへの給水

１ 混合水栓を閉じる

貯湯ユニットへの給水は、約30～50分かかります。以下の手順
で給水してください。なお、室内設置仕様で貯湯タンクへ給水し
ないときは、給水電磁弁が閉じている場合がありますので、一度
電源を投入してから、再度給水してください。

貯湯ユニットの給水が終わるまで、
混合水栓のお湯側を閉じておきます。

閉じる

開く

開く

２ 給水

タンク専用止水栓(現地準備
品)を開き、排水栓を閉めま
す。(ハンドルを水平にする)

３ 逃し弁を開く

逃し弁操作カバーを開き、逃し弁の
レバーを開きます。(レバーを上げる)

４ 給水の一時停止

5分間給水した後、タンク専用止水栓(現地準備品)を
閉じます。

５ ストレーナの清掃

ストレーナをマイナスドライバー等ではずし清掃しま
す。

ストレーナ

６ 給水

再度、タンク専用止水栓(現地準備品)を開き、タ
ンクへ給水します。排水管から水が出てきたら満
水です。
(満水になるまで約30～50分)

７ 逃し弁を閉じる

逃し弁のレバーを閉じます。
(レバーを下げる)
排水管からの排水が止まります。

８ 配管のエア抜き

混合水栓のお湯側を全開にして
配管のエアを抜きます。

水が出ない、出が悪い場合は
ストレーナの掃除をしてください。
水が十分に出たら閉めます。

９ 漏水の点検

配管接続部からの水漏れがないことを確認してください。

排水栓

排水

通常

非常用水

据付工事が完了したら、お客様に機器を引き渡す前に試運転及び、
試運転前後の措置を下記の手順で行ってください。

電源投入貯湯ユニット
給湯熱交換器の
エア抜き

ヒートポンプユニッ
トへの給水

貯湯ユニット
への給水
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排水

通常

非常用水

2

ストレーナ

5

閉じる

8

3

7

逃し弁

















　　であわせ、[決定]を押す。
⇒「設定完了」画面になり、自動で 
　 標準画面に戻ります。

　　ボタンで、「年月日」を選択後、
　　ボタンで、[決定]を押す。
⇒「時刻設定」の入力画面になりま　  
　 す。

　　ボタンで、「時間」をあわせ、
[決定]を押す。
⇒「音声ガイド設定」の入力画面に
　 なります。

　　ボタンであわせ、[決定]を押す。
⇒「ガイドブザー音量」の 入力画面  
　 になります

　　ボタンで、「沸き上げしない時
間」をあわせ、[決定]を押す。
⇒「ふろ保温時間設定」画面になり
　 ます。

　　ボタンで、「沸き上げ量」をあわ
せ、[決定]を押す。
⇒「節約設定」画面になります。

　　ボタンで、「沸き上げモード」
をあわせ、[決定]を押す。
⇒「湯切れ防止設定」画面になります。

９.試運転(続き)

■一括設定

1
リモコンの扉を開き、[メニュー]ボ
タンを押す。
　　ボタンで「その他」「一括設定」
を選択し、[決定]ボタンを押す。
⇒「電力契約設定」の入力画面になり  
　 ます。

「一括設定」の起動
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お知らせ お願い

給湯機を便利に効率よく運転させるための大切な設定です。
お客様には設定の意味を正しくご説明し、お客様のご使用状況にあった設定をしてください。

■電力契約設定　････････････　お客様の契約にあった番号を設定します
■沸き上げ設定　････････････　お湯の使用量にあった設定をします
■湯切れ防止／節約設定　････　自動沸き増しをするか、しないかを設定します
■ふろ保温時間設定　････････　ふろ湯はり後の保温時間を設定します
■音声ガイド設定　･･････････　リモコンの音声ガイドに関する設定です
■ガイド・ブザー音量設定　･･　リモコンの音量に関する設定です
■日付／時刻設定　･･････････　給湯機が適切な時間に運転するための設定です

一括設定は、台所リモコン・ふろリモコンのどちらでも操作できます。

各設定の詳細内容については、

取扱説明書の関連項目を参照

してください。

● 「電力会社別契約番号」（裏表紙）を参照し、番号を入力
　　します。正しく設定されていない場合、電力料金が割高　
　　になる場合があります。この番号は日立固有の番号です。

● 湯はり後の保温時間設定です。０時間に設定すると保温
　 機能が解除されます。お客様のご希望時間がない場合は、 
　 ０時間に設定してください。2

　　ボタンで、「契約番号」をあわ
せ、[決定]を押す。
⇒「沸き上げ設定」の入力画面にな
　 ります。

電力契約設定

● お客様に実際の音量を聞いていただいて設定してください。

● タンクの沸き上げモードです。
● お湯の使用量がわからない場合や、家族が多くお湯の使用
　 量が多い場合には湯切れを防ぐため「おまかせ多め」に設
　 定します。「おまかせ節約」は省エネ設定です。

日付設定

年 月 日01 01
設定 

201１

日付/時刻設定

決定 決定選択 

14：00

時刻設定

設定 

日付/時刻設定

決定選択 

契約番号：04

設定 

電力契約設定

決定 決定

3 沸き上げ設定

● タンクの湯切れ時（昼間）に沸き上げるお湯の量を設定し
　 ます。お客様のご希望がない場合は「少量」に設定します。

4 湯切れ防止設定

選択 

沸き上げ設定

決定 決定

おまかせ多め

おまかせ節約

選択 

メニュー

決定 決定

電力契約設定
一括設定
出荷時設定

ふろ
タンク
リモコン
その他

選択 

湯切れ防止/節約設定

決定 決定

切 全量少量

● ご使用開始時はお湯の使用量がわからないので湯切れ
　 防止のため０時間に設定してください。
　 しばらくお使いになってから設定を見直すようお客様
　 にお願いしてください。

5 湯切れ防止設定

選択 

音声ガイド設定

決定 決定

しんせつ 切標準

設定 

湯切れ防止/節約設定

決定 決定

節約設定

深夜時間帯までの
は沸き上げしない

時間0

6 ふろ保温時間設定

● 「しんせつ」はリモコンの操作方法などのガイドが音声で
    アナウンスされます。

7 音声ガイド設定

8
　　ボタンで、「音量」をあわせ、
[決定]を押す。
⇒「日付設定」の入力画面になりま　
　 す。

ガイド･ブザー音量設定

● 今日の日付を設定します。電源が切れても記憶しています。

9 日付設定

● 現在時刻は24時間表示です。
● 時刻を正確に設定します。タンクの沸き上げ開始時刻や 
   ふろ予約など、時刻が関連する機能全てがこの設定を基
　 準に動作します。
● 電源が切れても記憶しています。

10 時刻設定

設定 

ふろ保温時間設定

決定 決定

2.0時間

設定 

ガイド･ブザー音量設定

決定 決定

湯切れ防止設定



再度「ふろの初期設定」を　　から行う。

■沸き上げ確認 ■ふろの初期設定

1 メンテナンスメニューを起動する

1 台所リモコンの[タンク沸き増し]ボ
タンを押してください。

2 [タンク沸き増し]ボタンが点灯し、
画面右下に「沸き増し」が表示
されている。

3 リモコンの画面で、沸き上げ状態を約30分監視し
、沸き上げが継続されていれば正常です。

試
運
転
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2
[▼]ボタンを押し[ふろ初期設定]を
選択後、[決定]ボタンを押す。
⇒「ふろ初期設定 しない／する」
　 が表示されます。

機能の選択

3 機能の実行

4
画面に表示される「ふろ初期設定終
了」を確認します。
⇒自動でメンテナンスメニューに戻 
　ります。[メニュー]または[戻る]
　ボタンを押してください。

ふろ初期設定終了の確認

1

１

ヒートポンプ回路へ正常に水が回っていないため、

沸き上げを開始しない、または、沸き上げ開始後、

点検表示が出て停止することがあります。

試運転時は30分程度状況確認をお願いします。

なお、点検表示が表示した時は下記の手順を

実施してください。

ヒートポンプユニットの初期化

表示される点検表示の種類

据付時の時間帯や沸き上げ設定により沸き上げは開始して

いる場合がありますが、「タンク沸き増し」を押さないと

タンク全量を沸き上げません。

ふろ初期設定は、湯はりを行いながら浴そうの容量を計測
し、[ふろ自動]運転の際の湯量を学習します。
実施しないと[ふろ自動]運転時に湯があふれたり、
湯がたりなかったりします。

[ 　]ボタンを押し、[する]を選択
し、[決定]ボタンを押す。
⇒ふろ初期設定が開始し、湯はりを
　行います。

初期設定の湯はりは20分程度かかり
ます。必ず最後まで実施してくださ
い。

ふろ初期設定が途中で停止した場合、以下に従って処置し
てください。

沸き上げ開始

お知らせ

お知らせ

台所リモコンの[メニュー]ボタンを３秒以

上押してください。

⇒点検表示が消えます。

４ 「ヒートポンプユニットへの給水」を再度実施。

５ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＮ]にする。

６ 「ヒートポンプエア抜き」を再度実施。

７ 再度沸き上げ確認を行う

貯湯ユニット、ヒートポンプユニットのＡ側、Ｂ側の接
続があっているか確認してください。

２ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＦＦ]にする。

３ ヒートポンプ配管を確認

１ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＦＦ]にする。

４ リモコンの画面が「試運転ナビ」の表示に戻ったら
　[しない]を選択。

２ 浴そうの栓がしてあること、
ふろ配管から水漏れしていないことを確認する。

３ 漏電遮断器の電源スイッチを[ＯＮ]にする。

（
一
括
設
定
・
沸
き
上
げ
確
認
・
ふ
ろ
の
初
期
設
定
）

沸き増し

C 09 HE03 HE17 HE19

HE20 HE21 HE22 HE23

沸き上げを開始しないまたは停止する場合

ふろ初期設定中に停止する場合

選択 

ふろ初期設定

決定 決定

するしない

ふろ初期設定

ふろ初期設定開始

ふろ初期設定

ふろ初期設定終了

30分

30分

選択 

メンテナンスメニュー1

決定 決定

ふろ初期設定
HPエア抜き
電話番号表示設定
給湯エア抜き

2

1 台所リモコンまたはふろリモコン
の扉を開いて[メニュー]ボタンを押す
⇒「メニュー」画面に変わります。
「メニュー」画面表示中に「　」ボタンを５秒間押し
続ける。
⇒リモコンの画面が「メンテナンスメニュー」画面に 
　変わります。

5



９.試運転(続き)

■販売店の入力
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販売店の登録を行うと、機器の故障などでリモコンに点検表示が表示された際に、
登録した販売店名と電話番号がリモコンに表示されます。

１ メンテナンスメニューを起動する

２
[▼]ボタンを押し[電話番号表示設
定]選択後、[決定]ボタンを押す。
⇒「設定選択」画面に変わります。

機能の選択

選択 

メンテナンスメニュー1

決定 決定

ふろ初期設定
HPエア抜き
電話番号表示設定
給湯エア抜き

３
[▼▲]ボタンで表示する内容を選
択し、「決定」ボタンを押す。
  
　●しない・・・・・・表示しません。
　　　　　　　　　　　⇒「設定完了」画面に変わります。
　●入力・・・・・・・販売店名と電話番号を入力した内容
　　　　　　　　　　　が表示されます。   へ
　　　　　　　　　　　⇒「販売店名入力」画面に変わりま
　　　　　　　　　　　　 す。
　●エコーセンター・・0120-312-168　が表示されます。
                      ⇒「設定完了」画面に変わります。
　●コールセンター・・0120-649-020　が表示されます。
　　　　　　　　　　　⇒「設定完了」画面に変わります。                    

表示の選択

選択 

電話番号表示設定

決定 決定

しない

入力 コールセンター

エコーセンター

４ 販売店名の入力

[　　]で入力場所を選択し、[▼▲]
ボタンで文字を選択する。
[▼▲]ボタンを長押しすると５文字
進みます。
入力が完了したら、[決定]ボタンを
押します。
⇒「電話番号入力」画面に変わりま
す。

4

選択 

販売店名入力

決定 決定

販売店名を入力してください

ヒタチアプライアンス

設定

５ 電話番号の入力

[　　]で入力場所を選択し、[▼▲]
ボタンで数字を選択する。
入力が完了したら、[決定]ボタンを
押します。
⇒「設定完了」画面に変わります。

選択 

販売店名入力

決定 決定

電話番号を入力してください

１２３４－５６７－８９０

設定

６
画面に表示される電話番号表示設定を確認する。
⇒自動でメンテナンスメニューに戻ります。[メニュー]また 
　は[戻る]ボタンを押してください。「標準画面」に変わり
　ます。

電話番号表示設定の確認

●しない

●入力

●エコーセンター

●コールセンター                      

電話番号表示設定

設定完了

電話番号表示設定
販売店名
ヒタチアプライアンス
電話番号
１２３４－５６７－８９０
に設定しました

電話番号表示設定

コールセンター：
０１２０－６４９－０２０
に設定しました

電話番号表示設定

エコーセンター
０１２０－３１２－１６８
に設定しました

2

1 台所リモコンまたはふろリモコンの扉を開いて
[メニュー]ボタンを押す。
⇒「メニュー」画面に変わります。
「メニュー」画面表示中に「　」ボタンを５秒
間押し続ける。
⇒リモコンの画面が「メンテナンスメニュー」
　画面に変わります。



９.試運転(続き)

■販売店の入力
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販売店の登録を行うと、機器の故障などでリモコンに点検表示が表示された際に、
登録した販売店名と電話番号がリモコンに表示されます。

１ メンテナンスメニューを起動する

２
[▼]ボタンを押し[電話番号表示設
定]選択後、[決定]ボタンを押す。
⇒「設定選択」画面に変わります。

機能の選択

選択 

メンテナンスメニュー1

決定 決定

ふろ初期設定
HPエア抜き
電話番号表示設定
給湯エア抜き

３
[▼▲]ボタンで表示する内容を選
択し、「決定」ボタンを押す。
  
　●しない・・・・・・表示しません。
　　　　　　　　　　　⇒「設定完了」画面に変わります。
　●入力・・・・・・・販売店名と電話番号を入力した内容
　　　　　　　　　　　が表示されます。   へ
　　　　　　　　　　　⇒「販売店名入力」画面に変わりま
　　　　　　　　　　　　 す。
　●エコーセンター・・0120-312-168　が表示されます。
                      ⇒「設定完了」画面に変わります。
　●コールセンター・・0120-649-020　が表示されます。
　　　　　　　　　　　⇒「設定完了」画面に変わります。                    

表示の選択

選択 

電話番号表示設定

決定 決定

しない

入力 コールセンター

エコーセンター

４ 販売店名の入力

[　　]で入力場所を選択し、[▼▲]
ボタンで文字を選択する。
[▼▲]ボタンを長押しすると５文字
進みます。
入力が完了したら、[決定]ボタンを
押します。
⇒「電話番号入力」画面に変わりま
す。

4

選択 

販売店名入力

決定 決定

販売店名を入力してください

ヒタチアプライアンス

設定

５ 電話番号の入力

[　　]で入力場所を選択し、[▼▲]
ボタンで数字を選択する。
入力が完了したら、[決定]ボタンを
押します。
⇒「設定完了」画面に変わります。

選択 

販売店名入力

決定 決定

電話番号を入力してください

１２３４－５６７－８９０

設定

６
画面に表示される電話番号表示設定を確認する。
⇒自動でメンテナンスメニューに戻ります。[メニュー]また 
　は[戻る]ボタンを押してください。「標準画面」に変わり
　ます。

電話番号表示設定の確認

●しない

●入力

●エコーセンター

●コールセンター                      

電話番号表示設定

設定完了

電話番号表示設定
販売店名
ヒタチアプライアンス
電話番号
１２３４－５６７－８９０
に設定しました

電話番号表示設定

コールセンター：
０１２０－６４９－０２０
に設定しました

電話番号表示設定

エコーセンター
０１２０－３１２－１６８
に設定しました

2

1 台所リモコンまたはふろリモコンの扉を開いて
[メニュー]ボタンを押す。
⇒「メニュー」画面に変わります。
「メニュー」画面表示中に「　」ボタンを５秒
間押し続ける。
⇒リモコンの画面が「メンテナンスメニュー」
　画面に変わります。






















